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ート面を対面させ，間に充填孔と空気孔を設けた発泡スチロール製の型枠(内径 80mm，高さ 25mm)を挟み，仮ボル

トで固定した．次に，充填孔から各種材料を充填し，養生後に脱型した．最後に純ねじり試験機に設置し，仮ボル

トを外した．試験機の諸元を表-2 に示す．載荷速度については明確な基準がないが，文献-5 を参考にせん断応力度

が毎秒 0.02N/mm2となる速度を保ちながら，破壊に至るまで載荷した． 

 

3. 実験結果および考察 

各試験の結果を表-3 に示す．超速硬

型ポリマーセメントモルタルは結果に

ばらつきがあるものの，最大値で大き

な付着せん断強度が確認できた．高じ

ん性繊維補強セメントモルタルにおけ

る付着せん断強度の最大値は超速硬型

ポリマーセメントモルタルに比べて

0.5 倍と小さいが，図-2 に示す通り付着

せん断強度に到達後もせん断ひずみが

伸びており，超速硬型ポリマーセメン

トモルタルより脆性が低いと定性的に

言える．その他の材料は微小なトルクで

せん断破壊が発生し，充填材として適さ

ないと考える． 

また破壊面に占める，充填材・界面・

被着体の面積の割合を整理した．超速硬

型ポリマーセメントモルタル，高じん性

繊維補強セメントモルタル共に，界面処理無しの場合は界面破壊の割合が大きいが，処理有りの場合は充填材また

は被着体の材料内で破壊する割合が大きい．このことから、界面における目粗しの効果は大きく，充填材本来の性

能を発揮するには界面の目粗しは必要である． 

 

4. まとめ 

今回の実験的検討で，以下の知見が得られた． 

① 超速硬型ポリマーセメントモルタルは十分な付着せん断強度を有しており，充填材への適用可能性がある． 

② 高じん性繊維補強セメントモルタルは付着せん断強度が不足しているが，脆性が低く，充填材への適用可能

性がある． 

③ 安定した付着せん断力を得るために，界面の目粗しは必須である． 

今後も充填材に適した材料を探索すると同時に基礎的な構造実験を実施し，提案構造の妥当性の検証を継続する． 
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充填材 界面 被着体

1 107,224 59.00 0.55 0 63 37
2 111,319 4.70 0.04 0 84 16

3 115,310 560.80 4.86 33 0 67

4 110,635 53.00 0.48 47 0 53
5 104,929 209.70 2.00 35 0 65

6 無し 110,066 187.00 1.70 0 94 6
7 105,149 183.10 1.74 88 10 3

8 109,600 151.40 1.38 74 26 0

9 109,720 267.10 2.43 56 12 32
10 無し 115,038 30.00 0.26 49 51 0

11 有り 108,439 50.20 0.46 35 0 65
12 無し 111,017 1.40 0.01 38 62 0

13 有り 104,097 2.50 0.02 62 0 38

14 無し 108,489 15.00 0.14 35 65 0
15 有り 110,003 22.60 0.21 0 100 0
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図- 2 載荷トルクとせん断ひずみの関係 

表- 3 最大トルクと付着せん断強度・破断面 
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